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「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

端科学技術の芽を生み出す女性研究者育成

「女性先端科学者セミナーⅠ」

（博士前期課程　キャリア形成科目）

講演テーマ：　「希少糖の抗癌作用研究　—奈良女を離れて6年、私は何をしてきたのか—」

講　　　師：　平田祐子
  (香川大学医学部細胞情報生理学・大学院生（4年）)

日　　　時：  １１月２５日（火） １３:３０～ １５:００
場　　　所：   理学部会議室
受講対象者：　「博士前期課程」の学生

(注)複合現象科学専攻および学部の学生，教員の方々など興味のある方の参加を歓迎します

【講演内容】
  希少糖とは自然界にわずかにしか存在しない単糖であり、その種類は約５０種類ほどある。そのほとんどが市販されておらず、ほとんど研究されていなかった。2002年に香川大学農学部何森教授（当時）がすべての希少糖の生産戦略「イズモリング」を発見し 、希少糖を大量に生産することが可能になった。我々の研究ではD-グルコースのC-3エピマー体であるD-アロースの生理的機能に注目している。その中でも、隋らによってＤ－アロースの抗癌作用が発見された。その後、山口らによってTXNIP[Thioredoxin interacting protein: 別名Vitamin D3 Up-regulated Protein 1 (VDUP1)]遺伝子の発現が、D-アロー スにより特異的かつ顕著に起こることが確認でき、現在TXNIPに注目したプロジェクトを展開している。平田は2003年からこのプロジェクトに参加をし、研究対象を白血病細胞でのＤ－アロースの作用のメカニズム解析を行っており、論文を投稿中である。

今回の講演では、香川県以外ではあまり知られていない希少糖について素人向けに話をしたいと思います。また、結婚による移動時の苦労話や出産休暇取得の経緯等女性の生き方としてひとつの参考にしていただけるとありがたいです。
連絡先：理学部物理科学科　岩渕（内線3987）email: iwabuchi@cc.nara-wu.ac.jp
